
高田松原
津波復興祈念公園

 国営追悼・祈念施設

自然豊かな陸前高田の農水産物や
特産品を味わい、三陸地域の観
光名所や宿泊施設の情報を入手
する「三陸のゲートウェイ」として、
皆様をお迎えします。

東日本大震災による犠牲者への追悼と鎮魂、震災の記憶と教訓の後

世への伝承とともに、国内外に向けて復興に対する強い意志を発信す

るため、国と地方公共団体が連携して、復興の象徴となる「復興祈

念公園」を整備し、その中心に国営追悼・祈念施設を設置しています。
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祈りの軸
津波の襲来した広田湾方向と、
津波が遡上した気仙川上流方向
を結ぶ象徴的なライン

海を望む場

復興の軸
震災の脅威を伝えるタピック45、県の津波伝承館、
市の地域振興施設をつないだライン

被災マツ根株

追悼の広場
献花の場

営業時間｜9:00～18:00
                  （12－２月は17：00）
休 館 日｜無休
電　　話｜0192-22-8411
https://takata-matsubara.com/

東日本大震災津波伝承館は、東日本大震災津波の浸水区域です。
津波警報や大津波警報が発表されたら、すぐに高台へ避難してください。

■開館時間 ｜ 9:00～17:00（入館時間16:30）　■休館日 ｜ 年末年始（12/29～1/3）、臨時休館日　■入館料 ｜ 無料

（展示解説のご予約はこちらから）

■住所 ｜ 〒029-2204 岩手県陸前高田市気仙町字土手影180　■TEL ｜ 0192-47-4455
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JR花巻空港駅よりJR東北本線一ノ関行きでJR一ノ関駅まで約1時間
JR一ノ関駅よりJR大船渡線でJR気仙沼駅まで約1時間20分、
JR気仙沼駅からJR大船渡線BRTで「奇跡の一本松駅」まで約30分

花巻空港から一関へ

一関から陸前高田へ

公共交通機関でのアクセス

道の駅 高田松原
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この標章（ピクトグラム）は、東日本大震災から得られた実情と教訓を伝承する
「震災伝承施設」であることを表します。

生徒は直ちに高台に避難して
全員無事でしたが、鉄筋コン
クリート3階建の校舎は屋上
まで津波で水没しました。

約7万本の松のなかで唯一残
り、復興のシンボルになりま
した。震災の翌年に枯死した
後、モニュメントとして保存
しています。

高田松原の中に建っていた宿泊
施設。奇跡の一本松はこの建物
のおかげで津波の直撃を免れ
たともいわれています。

3名の避難者が14.5ｍの津波か
ら難を逃れたこの建物は、最上
部をわずかに残して水没し、内
部は激しく破壊されました。

津波で１階から４階が完全に
水没。５階のベランダの化粧
パネルだけが残り、一見して
津波が到達した高さがわかり
ます。
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陸前高田発酵パーク
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●高田松原運動公園

東日本大震災津波伝承館
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周辺図陸前高田IC

県立公園管理事務所
事前予約で利用できる会議室があります。
開館時間｜9：00～17：00
電　　話｜0192-22-8560
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命を守り、海と大地と共に生きる
～二度と東日本大震災津波の悲しみをくり返さないために～



日本列島は、地球上でも特に自然災害の危険性が高い宿命の地であり、この地に生きる私たちは、長年にわたり自然災害への対応力を高めてきました。

しかし、2011年3月11日に発生した東日本大震災津波により、私たちは多くの尊い命を失いました。

この悲しみを繰り返さないためには、知恵と技術で備え、自ら行動することにより、様々な自然災害から命を守り、そして、自然災害を乗り越えていくことが重要です。

東日本大震災津波伝承館は、先人の英知に学び、東日本大震災津波の事実と教訓を世界中の人々と共有し、自然災害に強い社会を一緒に実現することを目指します。

そして、東日本大震災津波を乗り越えて進む姿を、支援への感謝とともに発信していきます。

エントランス
公園、陸前高田市街地、三陸沿岸地域、

3.11伝承ロード等の情報を提供します。

解説員がおります。
ご不明な点はお声がけください。

津波災害を歴史的・科学的視点からひもときます。古来、育
まれてきた知恵や技術、文化を見つめ直し、自然とともに暮
らすということを改めて考えます。

ガイダンスシアター

ゾーン

歴史をひもとく

１歴史をひもとく
被災した実際の物、被災の現場をとらえた写真、被災者の声、
記録などを通して、東日本大震災津波の事実を見つめます。

ゾーン2 事実を知る

国内外からいただいている多くのご支援に対する感謝の気持ちとともに、

東日本大震災津波を乗り越えて前へと進んでいく被災地の姿を伝えます。

ゾーン4 復興を共に進める

逃げる、助ける、支えるなど、東日本大震災津波の時の人々

の行動をひもとくことで、命を守るための教訓を共有します。

ゾーン3 教訓を学ぶ

ゾーン 1

事実を知るゾーン 2

教訓を学ぶゾーン 3

復興を共に進めるゾーン 4 エントランス道の駅高田松原

 

3.11シアター被災した消防車両

東北地方整備局災害対策室（移設展示）東日本大震災津波発災からの記録

トイレ

多機能トイレ

ベビーケアルーム

AED
（自動体外式除細動器）

セミナールーム

（毎時00分、20分、40分に上映開始）

命を守り、海と大地と共に生きる
～二度と東日本大震災津波の悲しみをくり返さないために～


